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被爆二世における染色体異常 

異常の起源 

染色体異常を持った子どもの数 
（割合） 

対照群（7,976人） 被ばく群（8,322人） 
平均線量は0.6グレイ 

 両親のどちらかに由来 15 
（0.19％） 

10 
（0.12％） 

 新たに生じた例 1 
（0.01％） 

1 
（0.01％） 

 不明（両親の検査ができなかった） 9 
（0.11％） 

7 
（0.08％） 

 合 計 25 
（0.31％） 

18 
（0.22％） 

原爆被爆者の子どもにおける安定型染色体異常 

出典：放射線影響研究所ホームページ  http://www.rerf.or.jp/ 

遺伝性影響 

　原爆被爆者二世の健康影響調査では、重い出生時障害、遺伝子の突然変異や染色体
異常、がん発生率、がんやその他の疾患による死亡率などについて調べられています
が、どれも対照群との差は認められていません。
　安定型染色体異常は細胞分裂で消失することがなく、子孫に伝わる形の染色体異常
です。両親の少なくともどちらかが爆心地から 2,000m以内で被ばく（推定線量が
0.01 グレイ以上）した子ども（被ばく群）8,322 人の調査では、安定型染色体異常
を持つ子どもは 18人でした。一方、両親とも爆心地から 2,500m以遠で被ばく（推
定線量0.005グレイ未満）したか、両親とも原爆時に市内にいなかった子ども（対照群）
7,976 人では、25人に安定型染色体異常が認められました。
　しかしその後の両親および兄弟姉妹の検査により、染色体異常の大半は新しく生じ
たものではなく、どちらかの親がもともと異常を持っていて、それが子どもに遺伝し
たものであることが明らかとなりました。こうしたことから、親の被ばくにより、生
殖細胞に新たに安定型染色体異常が生じ、二世に伝わるといった影響は、原爆被爆者
では認められないことがわかりました。
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ヒトでの遺伝性影響のリスク 遺伝性影響 

■放射線による生殖腺（生殖細胞）への影響  
 ◎遺伝子突然変異 
   DNAの遺伝情報の変化（点突然変異） 
  

 ◎染色体異常 
   染色体の構造異常 
   ※ヒトでは子孫の遺伝病の増加は証明されていません 
 
■遺伝性影響のリスク(子と孫の世代まで） 

= 約0.2％/グレイ(1グレイあたり1,000人中2人)  
      (国際放射線防護委員会（ICRP）2007年勧告） 

 
この値は、以下のデータを用いて間接的に推定されている 
・ヒト集団での各遺伝性疾患の自然発生頻度 
・遺伝子の平均自然突然変異率（ヒト）、平均放射線誘発突然変異率（マウス） 
・マウスの放射線誘発突然変異からヒト誘発遺伝性疾患の潜在的リスクを外挿する補正係数 

 
■生殖腺の組織加重係数（国際放射線防護委員会(ICRP)勧告） 
  0.25(1977年)→0.20(1990年)→0.08(2007年) 
 

　動物実験では親に高線量の放射線を照射すると、子孫に出生時障害や染色体異常な
どが起こることがあります。しかし人間では、両親の放射線被ばくが子孫の遺伝病を
増加させるという直接の証拠はありません。国際放射線防護委員会（ICRP）では、
1グレイ当たりの遺伝性影響のリスクは 0.2％と見積もっています。これはがんの死
亡リスクの 20分の 1にも満たない値です。
　原爆被爆者の二世では、死亡追跡調査、臨床健康診断調査やさまざまな分子レベル
の調査が行われています。こうした調査結果が明らかになるにつれ、従来心配されて
いたほどには遺伝性影響のリスクは高くないことがわかってきたため、生殖腺の組織
加重係数の値も、最近の勧告ではより小さい値に変更されています。
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